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タイ・ラノーンの
植林プロジェクトを訪ねて



2今月のSDGs ｜ May  2023  OISCA

繭の選別、製糸や機織りなど、多くの工程で女性が働いている

SDGs
今月の

地場産業としての養蚕から生糸立国へ！

　OISCAの名称にある「I」は産業
を意味する「Industrial」の頭文字
です。地場産業の持続可能な発展を

目指すことは、地域住民が安心して暮らせるふ
るさとづくりにつながるとの思いがここに表れ
ています。
　オイスカがフィリピンのネグロス島で本格的
に養蚕をスタートさせたのは1995年のこと。  
それまで砂糖産業に頼ってきたネグロスは80
年代、砂糖の国際価格の暴落により、「飢餓の島」
と呼ばれるほどの貧困に直面していました。サ
トウキビプランテーションで働く賃金労働者を
自立した農業者に育てていく必要性が高まる中、
西ネグロス州政府からの協力要請を受けたのが
きっかけでした。
　オイスカでは日本の養蚕農家や専門家らの協
力を得て、指導員をネグロス島に派遣し、  技術
移転に努めるとともに、研修生を日本に受け入

れ、技術者養成にも力を入れました。また、養
蚕農家の育成にも注力し、良質な繭の生産がで
きるようになり、バゴ研修センター内に製糸工
場を建て、安定的な生糸の生産を行っています。
プロジェクトで生産される生糸は全国生産量の
9割を占め、現在ではネグロスから他の州へと
養蚕を普及すべく活動を続けています。

～ネグロス島から全国に広がる養蚕業～
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際NGOです。
現在、41の国と地域にネットワークを持って活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

Contents5MAY
2023

繋
が
る
生
命

　

二
宮
尊
徳
翁
は
、「
父
母
も
そ
の
父
母
も
わ
が
身
な
り　

わ
れ
を

愛
せ
よ
わ
れ
を
敬
せ
よ
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
父
母
と
は
祖

父
母
の
こ
と
で
す
。
そ
の
祖
父
母
に
も
両
親
が
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
ず
っ
と
た
ど
っ
て
い
け
ば
宇
宙
の
根
源
に
つ
な
が
る
自
分
の

生
命
。
ご
先
祖
様
か
ら
代
々
伝
え
ら
れ
た
生
命
の
最
先
端
に
い
る

の
が
、
今
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
で
す
。
自
分
の
も
の
で
あ
っ
て
、

自
分
個
人
の
生
命
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
自
分
を
慈
し
み
な
さ
い
。

両
親
を
大
事
に
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

万
葉
集
に
、「
信
濃
な
る
千
曲
の
川
の
細
石
も　

君
し
踏
み
て
ば

玉
と
拾
は
む
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
県
の
知
覧
特
攻

平
和
会
館
を
訪
れ
た
時
に
、
こ
の
歌
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
室

内
に
は
特
攻
隊
員
の
遺
書
が
展
示
さ
れ
、
テ
レ
ビ
の
画
面
に
は
ハ

ン
カ
チ
に
包
ま
れ
た
小
石
が
映
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
る

老
夫
婦
が
息
子
が
最
後
に
飛
び
立
っ
た
地
を
訪
れ
た
時
の
話
を
伝

え
る
も
の
で
し
た
。
緊
張
し
て
歩
を
進
め
た
そ
の
地
に
は
、
記
念

塔
が
建
っ
て
い
る
だ
け
。
周
り
に
は
砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
父
親
は
せ
め
て
そ
の
石
一
つ
だ
け
で
も
、
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
黙
っ
て
持
ち
帰
る
の
も
悪
い
と
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
が
、「
息
子
さ
ん
が
踏
ま
れ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。
持
っ
て
行
か
れ
た
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
お

ば
あ
さ
ん
が
震
え
る
手
で
ハ
ン
カ
チ
を
開
く
と
、
そ
の
小
さ
な
石

が
出
て
き
ま
し
た
。
小
石
は
単
な
る
石
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

昔
は
、
両
親
や
親
族
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
方
が
身
に
着
け
て

い
た
も
の
や
大
事
に
し
て
い
た
も
の
を
形
見
と
し
て
分
け
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
が
こ
も
っ
て
い
て
自
分

を
見
守
っ
て
く
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

道
端
の
小
石
に
さ
え
そ
う
思
え
る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
世
に
あ

る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
生
命
は
み
な
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と

考
え
て
す
べ
て
を
尊
重
し
、
大
切
に
思
う
。
そ
れ
が
オ
イ
ス
カ
の

心
で
も
あ
り
ま
す
。

い
の
ち

OISCA NEWS

オイスカ便り

TOPIC

今月のこの人

OISCA SQUARE

INFORMATION

海外／国内

富山県支部

～超一流の仕事がここにある～

タイ・ラノーンの植林プロジェクトを訪ねて
オイスカ豊田推進協議会会長　梅村清春
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集まった支援物資（上）を学生ボランティアらが配布用に
仕分け

虹の松原（佐賀県）を視察

溝切りをする名取北高野球部員

上／スタート前の集合写真
下／応援メッセージが書かれたハチマキをして走るサライ

海
外

海
外

国
内

国
内

  　

宮
城
県
名
取
市
で
進
む「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
目
と
な

っ
た
3
月
、
地
元
の
若
者
た
ち
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
選
ば
れ
た
海
岸
林

リ
ー
ダ
ー
ら
が
主
体
と
な
り
、
3

月
の
1
ヵ
月
間
、
名
取
駅
の
東
西

通
路
で
写
真
展
を
開
催
。
ま
た
、

同
3
〜
5
日
に
は
、
新
た
に
選
ば

れ
た
海
岸
林
リ
ー
ダ
ー
3
名
が
福

岡
県
や
佐
賀
県
を
訪
れ
、
地
域
住

民
に
よ
る
海
岸
林
の
保
全
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
地
元
の

学
校
や
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
が
激
減
し
て
い
ま

し
た
が
、
3
月
11
日
に
は
、
宮
城

県
名
取
北
高
校
の
野
球
部
員
ら
12

名
が
現
場
を
訪
れ
、
溝
切
り
作
業

に
参
加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
や
大
学
生
に
よ
る
活
動

へ
の
参
加
を
増
や
す
こ
と
で
、
そ

こ
か
ら
の
情
報
発
信
に
よ
り
、
若

年
層
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
解
が

広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
昨
年
発
生

し
た
大
規
模
な
洪
水
に
よ
り
、
未

だ
多
く
の
住
民
が
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
南
部
の

シ
ン
ド
州
や
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
な
ど

で
、
国
土
の
約
4
割
が
水
没
し
、

食
料
を
は
じ
め
深
刻
な
物
資
不
足

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
・
パ
キ
ス
タ
ン
総
局

で
は
、
被
災
者
支
援
の
た
め
の
食

料
品
や
衣
類
、
日
用
品
な
ど
を
回

収
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
広
く
大

学
生
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
3
月

末
に
は
、
呼
び
か
け
に
応
じ
た
学

生
ら
と
共
に
支
援
物
資
の
仕
分
け

や
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
集

ま
っ
た
物
資
は
10
ト
ン
に
の
ぼ
り
、

避
難
所
生
活
を
送
る
人
々
の
も
と

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
総
局
の
菅
沼
ち
づ
る
会
長
は
、

「
今
回
の
洪
水
は
気
候
変
動
の
影

響
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

政
府
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
取
り
組
み
は
微
々
た
る
も
の
。

N
G
O
の
立
場
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
植
林
や
環
境
教
育
の
取
り
組

み
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

2
月
26
日
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
2

0
2
3
が
開
催
さ
れ
、
オ
イ
ス
カ

は
8
回
目
と
な
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
寄

附
先
団
体
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
会
の
中
止
や

一
般
ラ
ン
ナ
ー
の
出
走
取
り
や
め

な
ど
が
続
き
、
3
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
、
オ

イ
ス
カ
の
活
動
に
賛
同
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
34
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
（
昨
年
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
も

含
む
）。
そ
の
多
く
は
、
オ
イ
ス

カ
の
法
人
会
員
、
ま
た
「
海
岸
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
支
援
す

る
企
業
や
団
体
か
ら
手
を
挙
げ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
で
す
が
、
今
回

は
、
オ
イ
ス
カ
と
し
て
は
初
と
な

る
研
修
生
2
名
の
参
加
も
あ
り
、

応
援
団
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
参
加

し
た
メ
キ
シ
コ
の
研
修
生
サ
ラ
イ

は
、
沿
道
か
ら
の
声
援
に
笑
顔
で

応
え
な
が
ら
走
り
、
4
時
間
2
分

で
ゴ
ー
ル
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
え

て
く
れ
た
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
や
、

寄
附
の
形
で
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
四
国
支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
、「
あ
り
が
と
う
の
心
で
い
っ
ぱ

い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
が
支
援

を
呼
び
か
け
た
寄
附
金
の
ほ
か
、

テ
ー
マ
を
選
ん
で
の
全
ラ
ン
ナ
ー

に
よ
る
寄
附
金
は
、
大
会
事
務
局

に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の

支
援
と
な
り
ま
す
。

　
　

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

次
代
を
担
う
世
代
の
参
加
を
増
や
す
た
め

主
体
的
な
若
者
の
取
り
組
み
に
期
待

　
　

オ
イ
ス
カ
・
パ
キ
ス
タ
ン
総
局

洪
水
で
深
刻
な
物
資
不
足
に
直
面
す
る
被
災
地
で

大
学
生
に
よ
る
支
援
物
資
の
回
収
・
配
布
を
後
押
し

　
　

大
阪
マ
ラ
ソ
ン

3
年
ぶ
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加

初
の
研
修
生
ラ
ン
ナ
ー
2
名
も
力
走
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海
外

国
内

左から梨田大使、アリ会長、春日駐在代表

カラカルパクスタン農業大学内育苗場予定地

四国、西日本では研修生は着物や民族衣装で修了式に出席

日本の春を楽しむ新旧の研修生
（前列が22年度の研修生／中部日本）

自動車整備会社で実習中のマレーシアの実習生。この日は、送り出し機関の
担当者（中央、右から2人目）が実習の様子を視察した

　

現
在
、
タ
イ
で
は
日
本
の
外
務

省
に
よ
る
日
本
N
G
O
連
携
無
償

資
金
協
力
（
以
下
、
N
連
）
の
支

援
を
受
け
、「
ラ
ノ
ー
ン
県
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
を
通
じ
た
社
会

的
弱
者
層
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は
本
誌
8
‐

9
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）。
今
年
3
年

次
を
迎
え
る
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
N
連
の
支
援
が
決
定
し
、
3
月

10
日
に
在
タ
イ
日
本
大
使
館
で
、

署
名
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
イ

ス
カ
か
ら
は
、
春
日
智
実
駐
在
代

表
と
オ
イ
ス
カ
・
タ
イ
総
局
の
ア

リ
・
チ
ョ
ア
ン
グ
リ
ア
会
長
が
出

席
。
梨
田
和
也
大
使
と
春
日
駐
在

代
表
が
署
名
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
ア
ジ
ア
に
位
置
す

る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
干
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
ア
ラ
ル
海
で
も
N
連

の
支
援
を
受
け
て
活
動
が
本
格
的

に
始
動
。「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
西
部

植
林
と
薬
草
栽
培
に
よ
る
沙
漠
緑

化
及
び
生
計
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
で
あ
る
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
ス
タ
ン

農
業
大
学
内
に
事
務
所
と
育
苗
場

を
、
ま
た
緑
化
を
予
定
し
て
い
る

地
域
に
活
動
拠
点
を
設
け
、
資
材

倉
庫
な
ど
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

現
地
で
は
天
候
不
順
の
影
響
も

あ
り
、
業
務
の
遂
行
に
難
し
さ
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
行
政
機
関
な

ど
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
2
0

2
2
年
度
の
研
修
生
の
修
了
式
が

各
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
10

ヵ
国
19
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
研
修

生
ら
は
1
年
間
の
学
び
を
総
括
し
、

帰
国
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

作
成
。
研
修
生
の
多
く
は
、
自
身

が
学
ん
だ
現
地
の
研
修
セ
ン
タ
ー

で
指
導
員
や
調
整
員
と
し
て
オ
イ

ス
カ
活
動
を
担
う
人
材
と
な
る
こ

と
を
希
望
し
、
そ
の
計
画
を
発
表
。

中
に
は
、
来
日
前
に
勤
務
し
て
い

た
職
場
に
復
帰
し
、
日
本
で
の
研

修
成
果
を
活
か
し
た
活
躍
を
誓
う

研
修
生
も
い
ま
し
た
。
修
了
式
で

は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
会
員
の
皆
さ
ん
の
激
励
を
受
け
、

研
修
生
は
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
別

れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
が
帰
国
に
向
け
た
準
備

を
す
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
セ

ン
タ
ー
に
は
新
年
度
の
研
修
生
が

14
の
国
と
地
域
か
ら
21
名
が
入
所

し
ま
し
た
。
短
い
間
で
し
た
が
、

新
旧
の
研
修
生
が
一
緒
に
生
活
す

る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
引
き
継
ぎ

が
な
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
技
能
実
習
に
関
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
入
国
が
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
た
中
、
22
年
3
月

以
降
よ
う
や
く
入
国
が
許
可
さ
れ
、

待
機
者
も
含
め
1
2
0
名
ほ
ど
の

実
習
生
が
入
国
。
今
年
度
も
す
で

に
入
国
が
決
ま
っ
て
い
る
実
習
生

も
お
り
、
例
年
並
み
の
入
国
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技
能

実
習
の
修
了
者
を
特
定
技
能
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
事
業
も
開
始
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
40
名
ほ
ど
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
技
能
実
習
・
特
定
技
能

制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者

会
議
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
秋
ご
ろ
に
は
最
終
報
告
書
が
提

出
さ
れ
、
今
後
の
方
針
が
決
ま
る

予
定
で
す
。
オ
イ
ス
カ
も
今
後
の

制
度
変
更
に
対
応
し
、
人
材
育
成

の
一
環
と
し
て
受
け
入
れ
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

人
材
育
成
事
業

14
の
国
と
地
域
か
ら
研
修
生
・
実
習
生
が
入
所

新
旧
の
研
修
生
ら
の
新
た
な
歩
み
が
ス
タ
ー
ト

　
　

日
本
N
G
O
連
携
無
償
資
金
協
力

タ
イ
で
は
3
年
目
と
な
る
継
続
支
援

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
新
規
支
援
が
決
定
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植樹の様子（2022年6月11日）

富山といえば
立山連峰！

チャリティゴルフコンペ（22年11月3日）では、会長が
オイスカ事業などをPR

ず
、
会
員
同
士
の
交
流
の
場
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

懇
親
会
を
開
催
し
、
交
流
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
は
日
本
を
代
表
す
る

N
G
O
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
民
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
認
知
度
向
上
を
目
指
し
、

昨
年
初
め
て
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」
を
開
催
し
、
参
加
し

た
方
々
に
オ
イ
ス
カ
を
P
R
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
の
交
流
、
会
員
同
士
の
交

流
、
国
際
交
流
と
、
こ
れ
ま
で
出

会
っ
た
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
森
づ
く
り
や
交
流
活

動
を
た
ゆ
ま
ず
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

富
山
県
支
部
の
歴
史
は
古
く
、

前
身
の
富
山
県
支
局
は
、
当
時
の

県
知
事
で
あ
る
吉
田
実
氏
が
、
オ

イ
ス
カ
の
創
立
者
・
中
野
與
之
助

氏
の
趣
意
に
賛
同
し
、
本
部
の
設

立
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
1
9
6

1
年
に
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
支
部
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
立
山
連
峰
の
麓
、
立
山
町

天
林
地
区
で
の
「
緑
の
里
山
保
全

森
づ
く
り
」
活
動
、「
緑
の
植
林
協

力
隊
」
派
遣
に
よ
る
海
外
で
の
植

林
や
現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流
活

動
、
活
動
報
告
会
や
自
治
体
の
環

境
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
啓
発
普
及

活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

天
林
地
区
で
の
「
緑
の
里
山
保

全
森
づ
く
り
」
活
動
は
、
今
年
で

7
年
目
に
な
り
ま
す
（
私
は
会
長

8
年
目
で
す
）。
最
初
の
年
に
植

え
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
は
5
ｍ
を

超
え
、
栗
の
木
も
実
を
つ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
や

雪
の
被
害
が
あ
る
た
め
、
1.1
ha
の

植
栽
地
に
毎
年
1
0
0
〜
2
0
0

本
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
植
え

て
い
ま
す
。
植
樹
後
に
は
森
林
教

室
を
開
催
し
、
植
え
た
木
の
特
徴

や
森
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

「
緑
の
植
林
協
力
隊
」
は
、
2

0
0
1
年
か
ら
毎
年
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
を
中
心
に
派
遣
し
て
き
ま
し

た
が
、
20
〜
22
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
日
本
の
オ

イ
ス
カ
研
修
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ

研
修
生
た
ち
が
、
そ
の
技
術
を
活

か
し
て
母
国
の
た
め
に
活
躍
し
て

い
る
姿
を
見
て
交
流
で
き
る
機
会

で
あ
り
、
ま
た
、
自
分
た
ち
が
以

前
植
え
た
苗
木
が
森
に
な
っ
て
い

る
の
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
今
年
度
は
こ
の
国
際
交
流
の

活
動
を
再
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
5
月
に
開
催
し
て
い
る
活

動
報
告
会
で
は
、
こ
の
3
年
間
、

講
演
会
後
の
懇
親
会
が
開
催
で
き

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

今回は

富山県支部

地
域
の
森
づ
く
り
と
国
際
交
流
活
動
を

た
ゆ
ま
ず
進
め
る

富山県支部　会長

久和進

支部概要

　富山県支部は1975年に発足しましたが、前身の富山県支局は本部の設立と時期を同じ
くして61年に発足しています。68年にはアジア各国の人材育成の拠点として富山研修セ
ンターを開設。86年には富山県議会オイスカ議員連盟も発足し、支部と共に県内や海外
での植林・交流活動などを実施しています。
　現在会員数は134会員（法人：82会員、個人：52会員）。県内の森づくり活動や海外で
の植林・交流活動などを通じて、子どもたちへの環境教育や、国際交流に取り組んでい
ます。
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初開催のチャリティゴルフコンペ（22年11月3日）

新
た
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
で

オ
イ
ス
カ
を
P
R

富山県支部事務局長　宮崎明代

名取の海岸林視察・
ボランティア活動（22
年9月24日）クズの刈
り取り作業

2
0
2
0
、
21
年
度
と
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
海
外
で
の
植
林
へ

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
中
止
、
県
内

で
の
森
づ
く
り
も
人
数
制
限
・
行

動
制
限
を
し
な
が
ら
の
活
動
と
な

り
、
21
年
度
の
活
動
報
告
会
で
の

講
演
会
は
、『
松
が
つ
な

ぐ
あ
し
た
』
の
著
者
・
小

林
省
太
氏
に
リ
モ
ー
ト
講

演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
3
年
目
と
な
っ

た
22
年
度
に
は
、
新
た
な

活
動
と
し
て
、9
月
に
「
名

取
の
海
岸
林
視
察
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」、
11
月

に
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
計
画
し
、
会

員
に
限
ら
ず
経
済
団
体
な

ど
に
も
広
く
参
加
を
募
っ

て
実
施
し
ま
し
た
。

9
月
23
日
の
朝
、
富
山
を
バ
ス

で
出
発
し
、
16
時
過
ぎ
に
名
取
に

着
き
、「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
担
当
す
る
吉
田
俊
通
部
長

に
海
岸
林
視
察
の
案
内
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
訪
問
が
初
め
て
の
参
加

者
か
ら
は
、「
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を

痛
感
。
ま
た
そ
の
恵
み
の
大
き
さ

に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
午
前
中
だ
け
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
15
名
と

小
林
氏
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

地
元
の
方
々
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
ツ
ル
マ
メ
の
抜
き
取
り
や
ク

ズ
の
刈
り
取
り
を
し
ま
し
た
。
広

大
な
ク
ロ
マ
ツ
の
植
栽
地
は
圧
巻

で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

さ
れ
て
き
た
関
係
者
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
復
興
へ
の
強
い
思

い
を
感
じ
ま
し
た
。

11
月
3
日
は
秋
晴
れ
の
ゴ
ル
フ

日
和
と
な
り
、
支
部
で
初
め
て
開

催
す
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
に
は
、
会
員
の
方
々
と
富

山
県
・
石
川
県
の
企
業
の
皆
さ
ま

も
含
め
て
46
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昼
食
後
に
久
和
会
長

か
ら
オ
イ
ス
カ
の
事
業
や
富
山
県

支
部
の
取
り
組
み
、
沙
漠
化
防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
参
加
者
の
方
々
に
オ
イ

ス
カ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
募
金
額
は
10
万
円
と

な
り
、「
沙
漠
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
寄
附
し
ま
し
た
。
文
化
の

日
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
況

R
E
P
O
R
T

おらが

自慢！
呉羽山からの
立山連峰！

　富山といえば、「寒ブリ」「ます寿司」「ホタルイカ」「シロエビ」「ベ

ニズワイガニ」とおいしいものが思い浮かぶと思います。でも、

“冠雪した立山連峰” の美しさは、地元民が見惚れてしまうくら

い魅惑的な絶景です（立山は、富士山、白山と共に、日本三霊山

のひとつです）。

　毎年10月中旬に初冠雪が観測されますが、「白くなったなぁ」

と確認できるのは11月下旬になってからです。冠雪した立山連峰

は5月頃まで見られますが、オススメの時期は、空気が澄んでい

る11月下旬～3月頃です。

　写真は、富山市の呉羽山から撮影したもの。立山連峰と富山市

街・新幹線の迫力ある景色です。また、高岡市の雨晴海岸から見

る立山連峰は、富山湾に浮かぶように連なります。富山県支部の

ホームページ（https://oisca.org/toyama/）で、その写真がご覧

いただけます。

富山県内、どこから見ても絶景！立山連峰

くれはやま

あまはらしかいがん



2007年、インド洋大津波から3年経っても漁獲高は30分の1に
落ち込んだままだった（1回の漁で捕れる魚の量の比較写真。右
の赤いかご2つが津波前、中央の小さなかご1つが07年当時）

※

E
B
S

‥Eco-System
 based solution

（
自

　

然
を
守
り
、
育
み
、
そ
の
力
を
活
用
し
た
課

　

題
解
決
）

B
B
S

‥Business based Solution

（
ビ
ジ

　

ネ
ス
セ
ク
タ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
課
題
解
決
）

　
「
オ
イ
ス
カ
＝
た
だ
植
林
を
す

る
団
体
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
部

で
は
持
た
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
イ
で
は
、

30
年
以
上
緑
化
を
続
け
て
き
た
北

部
・
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
続
き
、
南
部
の
ラ
ノ
ー
ン

県
で
の
活
動
も
、
現
地
政
府
が
掲

げ
る
政
策
と
、
オ
イ
ス
カ
10
ヵ
年

計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
生
態
系
お

よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
課
題
解
決
（
E
B
S
＆
B
B

S
）」
に
沿
っ
て
、
住
民
の
生
活
・

生
計
向
上
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

む
「
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

そ
の
も
の
に
大
き
く
飛
躍
し
て
い

ま
す
。

　

ラ
ノ
ー
ン
県
で
は
99
年
か
ら
、  

タ
イ
政
府
天
然
資
源
環
境
省
と
共

に
、「
疎
林
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
を
開
始

し
ま
し
た
。
2
0
0
4
年
の
イ
ン

ド
洋
大
津
波
で
は
、
再
生
途
中
の

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
防
災
・
減
災

機
能
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
プ
ー

ケ
ッ
ト
や
隣
接
す
る
パ
ン
ガ
ー
県

の
よ
う
な
人
的
被
害
は
発
生
せ
ず
、

そ
の
重
要
性
の
理
解
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。  

し
か
し
、
大
量
の
砂

の
流
入
に
よ
る
海
中
環
境
の
変
化

か
ら
、
漁
獲
量
が
激
減
、
若
年
層

の
漁
業
離
れ
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
日
本
国
内
の
法
人
会
員
を
中

心
と
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご

支
援
で
活
動
を
継
続
し
て
き
た
結

果
、
2
0
0
0
ha
以
上
の
再
生
に

成
功
し
、
若
者
が
都
会
か
ら
戻
っ

て
く
る
ほ
ど
に
漁
獲
量
も
回
復
。  

タ
イ
国
内
で
も
比
類
の
な
い
成
功

と
評
価
さ
れ
、
現
在
は
「
世
界
自

然
遺
産
」
登
録
を
目
指
す
ま
で
の

森
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
表
紙

の
写
真
や
下
の
写
真
か
ら
も
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。  

た
だ
、
現
在
は
ま
だ
、
海
側
の
再

生
が
お
お
む
ね
完
了
し
た
段
階
で
、

内
陸
側
に
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

へ
と
再
生
す
べ
き
場
所
な
が
ら
、  

技
術
的
に
も
コ
ス
ト
的
に
も
難
易

度
が
高
い
エ
リ
ア
が
虫
食
い
状
に

点
在
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
か

つ
て
錫
の
採
掘
や
エ
ビ
の
養
殖
を

し
て
い
た
跡
地
の
中
に
は
、
不
法

占
拠
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
、  

現
在
も
法
的
解
決
に
向
け
て
時
間

の
か
か
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

21
年
に
は
、
外
務
省
「
日
本
N

G
O
連
携
無
償
資
金
協
力
」
の
支

援
を
受
け
て
、「
タ
イ
・
ラ
ノ
ー
ン

県
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
を
通

じ
た
社
会
的
弱
者
層
生
計
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
N
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
が
、
3
つ
の
島
と
本

土
1
村
を
対
象
に
、
3
ヵ
年
計
画

で
ス
タ
ー
ト
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

の
再
生
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
生

計
向
上
の
た
め
の
活
動
を
、
住
民

同
士
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
各
世

帯
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
、
組
織
化
・
グ
ル
ー
プ

TOPIC ｜ May  2023  OISCA 8

〔TOPIC〕

タイ・ラノーンの
植林プロジェクトを訪ねて

～超一流の仕事がここにある～

オイスカは、1980年に植林活動をスタートさせ、「ひたむきに植林」を続けたことで、
近年は植林プロジェクトのあり方が住民の生活向上にも直結しています。

そのモデルといえる取り組みが、タイ南部に位置するラノーン県でも進んでいます。
2月に同地を訪問した本部・啓発普及部の吉田俊通がレポートします。

地
域
の
生
計
向
上
に

直
結
さ
せ
る
植
林

地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
飛
躍

20
年
で
取
り
組
み
の

土
台
は
盤
石
に

プロジェクト全景は、衛星画像を使わない限り収まらない規模

※

す
ず



N連プロジェクトでは、オイスカの訪日研修生OBもスタッフとして活躍中
上／政府職員としてオイスカとともにマングローブ再生にあたるプーン氏
（09年四国研修センター）　下／見原隆明専門家（左）と談笑するエーク氏
（右／03・08年四国研修センター）

4拠点の各グループの会合は合計数百回にのぼる

数々のマングローブ由来新製品を紹介するンガオ村女性リーダー

詳細・お申し込み
はこちらを
ご覧ください

https://oisca.org/events/230516/

化
・
複
合
経
営
化
す
る
こ
と
で
、  

収
入
の
年
間
平
準
化
を
図
り
、
各

世
帯
収
入
の
10
％
ア
ッ
プ
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
真
っ

只
中
と
な
っ
た
初
年
度
は
、
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
が
島

に
入
れ
な
い
状
況
に
見
舞
わ
れ
る

な
ど
の
困
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、  

当
初
の
計
画
を
順
調
に
満
た
す
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
文
字
に
す

る
の
は
簡
単
で
す
が
、
話
し
合
い

を
避
け
る
こ
と
な
く
、
根
気
よ
く

地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
き
た
オ
イ
ス
カ
ス
タ

ッ
フ
と
政
府
側
の
担
当
者
の
地
道

な
努
力
な
し
に
は
達
成
で
き
な
い

目
標
で
す
。
共
に
現
地
視
察
を
行

っ
た
専
門
家
の
見
原
隆
明
氏
が
、  

「
死
に
物
狂
い
の
努
力
」
と
評
し

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
N
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
功
は
、
こ
の
3
年
で
成
し
得

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
99
年

か
ら
の
活
動
の
中
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
行
政
や
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
に

と
ど
ま
ら
な
い
「
地
域
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
現
地
視
察
で
は
、
N
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
訪
日
研
修
生
O

B
が
支
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、  

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
（
5
ペ
ー
ジ
）
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
N
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
3
年
目
継
続
の
調
印

式
が
、
3
月
10
日
に
在
タ
イ
日
本

大
使
館
で
行
わ
れ
、
翌
11
日
か
ら

最
終
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

が
担
当
す
る
宮
城
県
名
取
市
で
進

む
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
オ
イ
ス
カ
・
タ
イ
総
局
が
取
り

組
む
活
動
は
、
互
い
に
足
を
運
び

合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
こ
こ

ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
3
月
11

日
を
開
始
日
と
し
て
い
る
の
に
も

春
日
智
実
駐
在
代
表
や
総
局
の
皆

さ
ん
の
思
い
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
Ｎ
連
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
5
月
12

〜
16
日
に
、
対
象
4
村
の
住
民
ら

22
名
に
よ
る
訪
日
研
修
を
、「
海
岸

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。  

大
津
波
の
被
災
地
で
あ
り
、
漁
業

が
盛
ん
で
、
オ
イ
ス
カ
が
大
規
模

造
林
を
実
施
し
て
い
る
な
ど
共
通

点
の
多
い
名
取
市
で
、
し
っ
か
り

学
び
の
場
を
提
供
し
、Ｎ
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
、
住
民
ら
が

継
続
し
て
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
、

後
押
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
行
の
帰
国
直
前
と
な
る
16
日

（
火
）
夕
方
に
は
、
22
名
が
語
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
14
ペ
ー
ジ

参
照
）。
多
く
の
方
に
聞
い
て
い

た
だ
き
、
ラ
ノ
ー
ン
の
活
動
の
発

展
を
応
援
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
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参
加
住
民
の

訪
日
研
修
開
催

N連プロジェクトの主な内容

■マングローブ林の再生
　⇒育苗、植林、管理作業など

■マングローブ由来の商品開発および製造、
　販売
　⇒お茶、石けん、塗り薬、染め物など

■エコツーリズム
　⇒マングローブ林内をカヌーで散策

■水産物加工
⇒エビみそ（アミエビのペースト
調味料）、干物など

■漁具貸出組合の組織化

■ヤギ飼育能力向上とグループ化

■海洋ゴミの回収と換金施策
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梅村  清春

オイスカ豊田推進協議会　会長

推協では「海岸林再生プロジェクト」や内モンゴルなどでのボラ
ンティアにも毎年継続して取り組んでいる

豊田の地から
オイスカを
応援！

継
続
し
た
支
援
と
人
を
つ
な
ぐ
活
動
で

オ
イ
ス
カ
の
発
展
を
支
え
た
い

今月のこの人
　

梅
村
さ
ん
は
2
0
0
3
年
の
入
会
以
降
、

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
は

じ
め
と
す
る
オ
イ
ス
カ
活
動
に
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
、
昨
年
に
は
豊
田
推
進
協
議

会
（
以
下
、
推
協
）
の
会
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
多
様
な
国
の
人
々
が
、「
オ
イ
ス

カ
精
神
」
の
も
と
に
互
い
に
協
力
す
る
在

り
方
を
「
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
」
と
表
現
し
、

こ
う
し
た
オ
イ
ス
カ
を
支
え
た
い
と
熱
く

語
る
梅
村
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
入
会
に
至
っ
た

の
で
し
ょ
う
か

　

私
は
豊
田
市
石
野
地
区
の
東
広
瀬
町
に

住
ん
で
い
て
、
す
ぐ
隣
の
勘
八
町
に
中
部

日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。
入
会
当
時
、
教
員
を
務
め

な
が
ら
、
地
区
の
広
報
委
員
を
し
て
い
た

折
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
の
取
材
で
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。  

元
々
オ
イ
ス
カ
の
名
前
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
時
初
め
て
、
オ
イ
ス
カ
の
理

念
や
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
触

れ
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
の
研
修
生
が
和
気
あ
い
あ

い
と
共
同
生
活
を
し
て
い
た

こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
笑
顔

で
生
き
生
き
と
研
修
に
打
ち
込
む
姿
に
驚

く
と
と
も
に
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
、
入

会
を
決
め
ま
し
た
。

　

私
は
22
歳
の
頃
か
ら
現
在
ま
で
学
校
教

育
に
長
く
携
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
材

の
育
成
に
重
き
を
置
い
て
活
動
す
る
教
育

機
関
と
し
て
の
オ
イ
ス
カ
に
、
自
分
の
仕

事
と
通
じ
る
と
こ
ろ
を
感
じ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

―
教
育
者
の
立
場
か
ら
見
て
、
オ
イ
ス

カ
の
研
修
は
ど
の
よ
う
に
映
り
ま
し
た
か

　

オ
イ
ス
カ
の
研
修
で
特
徴
的
な
の
は
、  

や
は
り
規
律
。
規
律
と
は
、
感
謝
の
心
だ

と
思
い
ま
す
。
食
事
や
入
浴
が
で
き
る
こ

と
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
、
規
律
正
し
く
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
表
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、  

研
修
生
は
皆
自
分
の
国
に
誇
り
を
持
っ
て

日
本
に
来
て
い
ま
す
。
自
分
の
国
が
好
き

だ
か
ら
こ
そ
、
国
の
た
め
に
活
躍
で
き
る

人
に
な
ろ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
日
本
の
学
校
教
育
で
は
、  

そ
う
し
た
愛
国
心
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
は
、
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
や
は
り
母
国
に
誇
り

を
持
っ
て
、
愛
す
る
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、

国
は
滅
び
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

　

日
本
人
は
本
来
、
公
共
心

や
公
徳
心
、
勤
勉
で
誠
実
と

い
っ
た
日
本
精
神
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
、  

世
界
か
ら
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
、
技
術
や
知
識
だ
け
で

な
く
、
規
律
を
通
じ
て
そ
う
し
た
精
神
性

を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
が
国
に

戻
り
、
母
国
で
活
躍
し
て
い
る
の
で
す
。  

日
本
人
よ
り
日
本
人
ら
し
い
精
神
を
持
っ

た
人
材
が
育
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。  

セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入
社
員
研
修
な
ど
日

本
の
青
年
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
日
本
の
学
校
教
育
に
も
ぜ
ひ
取
り
入

れ
た
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
オ
イ
ス
カ
活
動
で
、
ど

ん
な
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
か

　

オ
イ
ス
カ
デ
ー
や
支
部
・
セ
ン
タ
ー
の

周
年
行
事
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
度
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
推
協
が
19
年
に
開
催
し
た
「
第

１
回
豊
田
オ
イ
ス
カ
デ
ー
」
は
、
ト
ヨ
タ

ス
タ
ジ
ア
ム
西
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
会
場
に
、

3
5
0
0
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
オ
イ
ス
カ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。
推
協
の
幹
事
会
で
、
綿
密
な
計
画

ウズベキスタンでの
植林に参加！
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オイスカ中部日本
研修センター　所長

小杉  裕一郎

を
立
て
て
準
備
を
進
め
、
当
日
も
班
に
分

か
れ
て
運
営
を
し
ま
し
た
。
準
備
は
大
変

で
し
た
が
、
オ
イ
ス
カ
の
発
展
に
つ
な
が

れ
ば
と
い
う
思
い
で
奔
走
し
、
ト
ヨ
タ
ス

タ
ジ
ア
ム
で
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
た
こ
と
は
、

一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

オ
イ
ス
カ
は
21
年
に
60
周
年
を
迎
え
、 

10
ヵ
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
も
計
画
を
立
て
、
検
証
を
重
ね
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
計
画
の
実
現

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
も
推
協
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
セ
ン
タ
ー
の

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
10
回
に
わ
た
り
実

施
し
、
延
べ
2
1
1
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
人
手
不
足
と
農
業
収
入
増
加

の
た
め
、
会
員
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
体
験
を
通
じ
た
オ

イ
ス
カ
の
周
知
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
員
増
強
の
た
め
に
、
新
し
い
人
、

特
に
若
い
人
を
巻
き
込
め
る
よ
う
、
青
年

部
の
立
ち
上
げ
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
オ
イ
ス
カ
の
発
展

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー
や

推
協
の
皆
さ
ん
と
共
に
引
き
続
き
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

1
9
5
4
年
生
ま
れ
。
公
立
小
中
学
校
教
諭
、
愛
知

県
教
育
委
員
会
豊
田
加
茂
教
育
事
務
所
指
導
主
事
な

ど
を
経
て
、
公
立
中
学
校
校
長
を
歴
任
。
14
年
度
か

ら
愛
知
大
学
講
師
・
名
古
屋
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
事

業
主
任
と
し
て
現
在
に
至
る
。
オ
イ
ス
カ
愛
知
県
支

部
副
会
長
・
豊
田
推
進
協
議
会
会
長
、
愛
知
県
倫
理

法
人
会
研
修
委
員
長
な
ど
幅
広
く
活
躍
中
。

梅
村　

清
春
（
う
め
む
ら　

き
よ
は
る
）

オイスカ担当者からひとこと

とある日の

梅村会長の1日

08：50 開始の挨拶
中部日本研修センターの
玄関前に集合し、梅村会
長の挨拶でボランティア
がスタート。

13：00 終わりの挨拶
センターからのお知らせや次回の作業の
お願いをして、ボランティアは終了。

皆さんお疲れさまでした！

23年3月。この日は豊田推協の農業ボランティア！
推協メンバーを中心に17人が集まり、研修生や技能
実習生、スタッフと共に汗を流しました。

09：00 作業開始
この日は、2グループに
分かれて水稲の種もみの
播種とナスの苗の移植作
業を行いました。

11：30 作業終了
うるち米300枚、もち米
58枚の播種、ナスの移
植945本の作業が完了し
ました！

12：00 昼食
研修センターの食堂で
揃って昼食をいただきま
した。本日のメニューは
推協の女性メンバーによ
る五平餅。

皆で記念撮影

今日も頑張り
ましょう！

　梅村会長は、中学校校長を経て、  現在、
愛知大学の名古屋教職課程センターに籍
を置き、  教員を目指す学生の指導に当た
られています。教員採用試験は難しく狭
き門と言われており、教育学部をもつ大
学でも合格率は平均50％なんだそう。愛
知大学に教育学部はありませんが、なん
と76％の合格率で学生を教育の道へ導い
ておられます。　

　梅村会長の学生への指導は、試験に合格するための技術的
なことだけではなく、心を育て養うことに重きを置かれてお
り、先生の知見に触れた学生は「人間力」をしっかり備えた
教師として、学校現場で活躍しています。まさにオイスカの
研修の考え方と合致しています。
　オイスカでは、愛知県支部副会長として光岡保之会長を支
え、豊田推協会長として230名の会員と共にオイスカ活動を
推進されています。昨年度には、農業ボランティアの実施や
海岸林ボランティアツアー、アジアの情勢を学ぶグローバル
学習会の開催など、年間を通じてさまざまな活動を行いまし
た。勢いの止まらない “梅村” 推協から目が離せません！

もみ殻と土のトレイは
重くて運搬は重労働！

焼き台は梅村会長から
お借りしました♡
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歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

タ
イ
と
日
本
の
森
づ
く
り
が
生
ん
だ
絆
の
証

上
野
動
物
園
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ2023年

2002年

2002年10月、2頭のアジアゾウが、
タイからたくさんの想いを背負い、上
野動物園にやってきました。名前は、  
アティ（太陽）とウタイ（日の出）。
　ところが、どうして贈られたのか、
その経緯は日本であまり知られていま
せん。それは、オイスカがタイで活動
を開始した1975年まで遡ります。
　当時、オイスカは東北部スリン県に
おいて農業技術指導を開始。しかし、
伐採などにより森林が失われた土地で
の農業は難しく、80年に環境回復のた
め植林事業をスタートしました。それ
からおよそ20年間、日本から延べ1200
人を超えるボランティアが足を運び、  
木を植えるとともに、スリン県との絆

を育みました。そして2002年、オイス
カの長年の緑化活動へのお礼として、  
当時の同県知事がゾウの寄贈を決定し、
愛子内親王ご生誕（01年）を機会に、
「日本国民への友好のしるし」として
日本に贈られることになったのです。
　アティは20年8月に結核で若くして
死んでしまいましたが、同10月には2
頭の子どもであるアルン（暁）が誕生
し、すくすくと成長しています。
　アティとウタイの名前は、“日出ずる
国” にちなんでオイスカ・タイ総局が
付けたものです。アルンも、新たな日
タイの絆の象徴として、夜明けの太陽
のように明るい希望を両国民に届ける
存在となることを期待しています。

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

日本に到着したばか
りの２頭とプラヤッ
ト氏（現オイスカ・タ
イ事務局長／中央）

ウタイ（左)と
子どものアルン

当時アティは5歳（右）、ウタ
イは3歳。プラヤット氏は
「ゾウ使い」の一人として
両国の飼育員同士の通訳、
ゾウへの日本語による調教
のサポート役として活躍
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OISCA

レストラン

ジビエ料理

この日さばいたのは
アライグマ！

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」をご紹介します！

BO
O
K

小説家・辻村深月
『かがみの孤城』（ポプラ社／1,800円税別）は、コミックス化、映画化もしています！

　ミステリー、青春、恋愛、ホラーなど、さまざまなジャンルの小説を
書く多才な作家さん。登場人物の心理描写がとても繊細で、共感性の高
い作品ばかりです。複数の出版社から出版されていますが、講談社から
の作品は、世界観や登場人物がリンクするものが多いので、そういった
部分も楽しんでもらえると思います。映像化された作品も多数あるので、
小説が苦手な方もぜひ！（本部A）

連係プレーで作る

るほどのおいしさです。写真のシシ汁は「フィリピ
ン人スタッフが上手にさばき、その肉を食堂スタッ
フがカットして、センターで育てた無農薬野菜を存
分に使う、連係プ
レーが光る一品！」
とのこと。
　交流会などで登
場することも多い
ジビエ料理。
　機会があればぜ
ひ食べてみてくだ
さい！

　西日本研修センターでたびたび食卓を賑わすシシ
肉。自然豊かなエリアに位置するため、農場はハク
ビシンやアライグマといった野生動物に荒らされる
被害にも遭遇します。中でも厄介なイノシシは、地
元の猟友会の方が仕留めて、センターに持ってきて
くれるのです。イノシシのほかにもシカ肉が食卓に
並ぶのも珍しいことではありません。
　野生の動物は臭みがあるのではないか、硬いので
はないかとよく聞かれますが、スーパーで買う肉と
ほとんど同じです。もちろん多少の臭みはあります
が、そこは食堂スタッフの腕の見せ所。「そこらへん
で売っている牛肉よりうまい」と話すスタッフもい
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プロジェクトで石けんを作る女性たち。視察研修の参加者の約半数を女性が占める

https://oisca.org/events/230516/

http://www.tokiom
arine-

　
　
　

 nichido.co.jp/itsu-ichi/
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
支
援
の
手
を
！

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
2
0
2
3
春

参
加
者
募
集

詳細・お申し込み
はこちらを
ご覧ください

フ
ィ
リ
ピ
ン
植
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
26
th

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

E-m
ail   s-yam

asaki@
e-hit.co.jp

詳細・お申し込み
はこちらを
ご覧ください

詳細・お申し込み
はこちらを
ご覧ください

https://www.oisca.ac.jp/

　
　
　
　
　
　
　

news/5519/

https://oisca.org/events/231071014/

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

新
C
M
が
完
成
し
ま
し
た
！

現在オイスカ開発教育専門学校で学ぶ４名のウクラ
イナ人女性

現地では地域住民らと共に植林に参加

　

タ
イ
南
部
ラ
ノ
ー
ン
県
で
進
む
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
・
保
全
と
地

域
住
民
の
収
入
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
本
誌
8
‐
9
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
）

に
参
加
す
る
活
動
地
の
リ
ー
ダ
ー
お

よ
び
、
そ
の
指
導
に
あ
た
る
行
政
の

担
当
者
ら
を
対
象
に
し
た
日
本
で
の

視
察
研
修
が
5
月
中
旬
に
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
最
終
日
の
16
日
、
帰
国
を

前
に
し
た
一
行
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
と
も
に
豊

か
に
生
き
る　

〜
対
話
力
が
解
決
へ

導
く
、
タ
イ
漁
村
22
人
の
声
〜
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
に
よ
り

沿
岸
環
境
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

　

オ
イ
ス
カ
の
特
別
法
人
会
員
で
あ

り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
の
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ
て
い

る
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
の
新

し
い
テ
レ
ビ
C
M
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
社
が
未
来
の
安
心
・
安
全
な
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
、
全
国
で
進
め

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
「
安
心
・
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

シ
リ
ー
ズ
の
中
で
、「
海
岸
林
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

特
設
サ
イ
ト
で
視
聴
で
き
る
ウ
ェ

ブ
動
画
に
は
、「
名
取
市
海
岸
林
再
生

の
会
」
の
鈴
木
英
二
会
長
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
た
な
特
産
品
づ
く
り
に
よ
っ
て
生

計
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時

5
月
16
日（
火
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

オ
イ
ス
カ
開
発
教
育
専
門
学
校
で

は
、
日
本
で
の
自
立
を
目
指
す
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
現
在
同
校
で
学
ぶ
4
人

の
女
性
、
ま
た
今
後
受
け
入
れ
る
避

難
民
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
姫
ナ
タ
ー
シ

ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
に
よ
る
歌
声
と
、  

民
族
楽
器
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の
響
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

5
月
19
日（
金
）　

18
時

■
会
場

浜
松
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
静
岡
県
浜
松
市

中
区
成
子
町
1
4
0
‐
8
）

■
料
金

3
千
円

■
主
催

学
校
法
人
中
野
学
園

　

関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
植
林
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
。  

コ
ロ
ナ
禍
以
降
3
年
ぶ
り
の
実
施
で

す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
の
ア
ブ
ラ
州
な

ど
で
の
植
林
を
は
じ
め
、
ア
ブ
ラ
農

林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
宿
、「
子
供

の
森
」
計
画
実
施
校
訪
問
な
ど
充
実

し
た
国
際
協
力
・
交
流
を
体
験
。
ア

ブ
ラ
州
知
事
表
敬
訪
問
や
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ビ
ガ
ン
の
歴

史
都
市
訪
問
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ア
ー
で
す
。
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
程

10
月
7
日（
土
）〜
14
日（
土
）

■
定
員

20
名

■
参
加
資
格

高
校
生（
15
歳
以
上
）

■
旅
行
代
金

25
万
5
千
円

■
締
め
切
り

6
月
30
日（
金
）　

15
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

㈱
ヒ
ッ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
ッ
テ
ッ
ト

本
社
営
業
所

T
E
L
（
0
7
8
）3
9
2
‐
2
1
5
1
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編 集 後 記

タイ・ラノーン県からの視察研修を盛り
上げるべく、予定していた内容を差し替
え、同地で進むプロジェクトについて紹
介しました。企業の社会貢献の取り組み
に関するトピックは次号の掲載とさせて
いただきます。（林）

2
月
26
日
、
春
日

智
実
タ
イ
駐
在
代

表
が
バ
ン
コ
ク
事

務
所
へ
再
赴
任
し

ま
し
た

2
月
28
日
、
加
納

達
也
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
駐
在
員
が
ス
カ

ブ
ミ
研
修
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
し
ま
し
た

4
月
2
日
、
髙
木

美
智
代
氏
が
外
務

省「
日
本
N
G
O

連
携
無
償
資
金
協

力
」に
よ
る「
ラ
ノ

ー
ン
県
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
を
通

じ
た
社
会
的
弱
者
層
生
計
向
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」調
整
業
務
の
た
め
、
タ
イ
・

ラ
ノ
ー
ン
県
に
再
赴
任
し
ま
し
た

次号予告

7JULY
2023

OISCA 5月号　定価160円
発行人／中野悦子
発行所／公益財団法人オイスカ
　　　　〒168-0063 東京都杉並区和泉2丁目17番5号
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印刷・製本／株式会社ケープリント

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

寄
附

新
会
員
の
紹
介

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

詳細・お申し込み
はこちらを
ご覧ください

https://oisca.org/

　
　
　
　

 events/2310221027/

TOPIC

海
外
赴
任

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
1
月
2
日
〜
3
月
30
日
ま
で
の
間
、

本
部
登
録
済
分
。
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
維
持
法
人

【
愛
知
県
】株
式
会
社
e
n
a
b
l
e
／

ベ
ル
ウ
ッ
ド
防
水
／
株
式
会
社
ア
ヴ
ァ

ン
セ
／
株
式
会
社
Y
M
D

■
維
持
個
人

【
愛
知
県
】藤
井
真
寿
美
／
株
式
会
社
デ

ィ
ラ
イ
ト
建
設
／
鈴
本
昌
秋
／
鳥
居
忠

良
／
川
原
洋
子
／
後
藤
勇
太
／
深
津
貴

弘【
香
川
県
】加
世
田
和
美【
福
岡
県
】田

代
恵
子【
佐
賀
県
】宮
原
真
一
／
西
久
保

弘
克

1
月
20
日
〜
2
月
28
日
ま
で
に
い
た
だ

い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。（
順
不
同
、
敬

称
略
）

●
全
国
電
力
関
連
産
業
労
働
組
合
総
連

合
／「
子
供
の
森
」計
画
と
海
外
開
発
協

力
事
業
に
合
わ
せ
て
5
1
0
万
円

●
九
州
電
力
株
式
会
社
／
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

2
4
6
万
5
0
8
2
円

●
ロ
ク
シ
タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
株
式
会
社

／
富
士
山
の
森
づ
く
り
活
動
に
81
万

2
8
0
0
円

●
ネ
ク
ス
タ
グ
ル
ー
プ（
ネ
ク
ス
タ
株

式
会
社
・
ネ
ク
ス
タ
ラ
ッ
ピ
イ
株
式
会

社
・
ネ
ク
ス
タ
パ
ッ
ケ
イ
株
式
会
社
）

／
啓
発
普
及
事
業
と「
海
岸
林
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
子
供
の
森
」計
画
に

合
わ
せ
て
1
2
0
万
6
3
2
1
円

●
デ
リ
シ
ャ
ス
株
式
会
社
／「
子
供
の

森
」計
画
に
74
万
7
5
6
円

●
積
水
化
学
労
働
組
合
／「
海
岸
林
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
45
万
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
29
万

3
8
7
5
円

●
リ
タ
・
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社
／
海
外

開
発
協
力
事
業
に
20
万
4
0
0
円

●
株
式
会
社
岩
田
産
業
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
人
材
育
成
事
業
に
20

万
円

●
株
式
会
社
H
a
c
o
a
／「
子
供
の

森
」計
画
に
19
万
7
5
8
0
円

●
池
田
浩
二（
岡
山
県
）／「
子
供
の
森
」

計
画
に
10
万
円

●
九
州
電
力
労
働
組
合
／
海
外
開
発
協

力
事
業
に
65
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Prayat Savangsookh

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
進
む
沙
漠
化

防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
今
年
度

新
た
に
日
本
の
外
務
省
の
N
G
O
連

携
無
償
資
金
協
力
を
得
て
、
ア
ラ
ル

海
に
活
動
拠
点
を
構
え
、
活
動
を
本

格
化
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

全
国
の
会
員
、
支
援
者
の
皆
さ
ん

に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
知
り
、
ア
ラ

ル
海
で
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
す
。
日
本
か
ら
遠
く

離
れ
た
中
央
ア
ジ
ア
の
地
で
、
日
本

人
が
築
い
て
き
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
人
々
と
の
絆
に
触
れ
る
感
動
も
あ

れ
ば
、
沙
漠
化
し
た
ア
ラ
ル
海
の
湖

底
に
立
つ
こ
と
で
自
然
の
厳
し
さ
を

目
の
当
た
り
に
す
る
体
験
も
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
く
た
め
の
お

仲
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程

10
月
22
日（
日
）〜
27
日（
木
）

■
定
員

30
名

■
旅
行
代
金　

約
40
万
円

大事に育ててきたマン
グローブの森は村の財
産です。自然災害から
村を守り、その恵みに
よって生活を豊かにし、
村に賑わいを取り戻し
ています。世界遺産登
録を目指すこの森が、
世界の財産になる日も
近いかもしれません。
（タイ・ラノーン県）

企業が目指す
社会貢献の今（仮）



■
令
和
5
年
5
月
1
日
印
刷
■
令
和
5
年
5
月
5
日
発
行
■
オ
イ
ス
カ
■
通
巻
7
0
4
号

5
M
A
Y

20
23
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